
農農農業業業塾塾塾
風風風・・・水水水・・・土土土ををを知知知りりり、、、自自自然然然ををを守守守りりり育育育むむむ百百百姓姓姓ををを目目目指指指しししててて

田田んんぼぼににはは、、おお米米をを生生産産すするるだだけけででななくく、、小小ささなな生生きき物物のの生生息息場場所所やや

美美ししいい里里山山景景観観のの保保全全、、昔昔ななががららのの伝伝統統文文化化をを継継承承すするる場場等等、、様様々々なな役役

割割ががあありりまますす。。

一一方方、、犬犬山山ににはは利利用用さされれずずにに眠眠っってていいるる農農地地がが多多くくあありりまますす。。ここののよよ

ううなな農農地地をを活活用用しし、、地地域域のの環環境境ををよよくくすするるたためめににもも、、自自然然環環境境にに理理解解がが

ああるる百百姓姓をを育育ててるるここととがが重重要要でですす。。

一一年年のの稲稲作作農農業業をを通通じじてて、、四四季季やや自自然然、、文文化化をを感感じじななががらら、、農農業業のの生生

産産～～販販売売ままででをを学学びび、、そそししてて自自然然をを守守りり育育むむ百百姓姓ととししてて活活躍躍ししまませせんんかか。。

講講座座はは、、農農業業にに関関わわるる環環境境をを理理解解すするる「「座座学学」」、、技技術術をを学学ぶぶ「「実実践践」」でで

構構成成さされれてていいまますす。。ここのの他他、、講講座座以以外外のの日日常常的的なな作作業業かからら、、よよりり即即戦戦力力

をを身身ににつつけけ農農業業のの達達人人をを目目指指ししまますす。。

後 援：犬 山 市

NPO 法人グラウンドワーク東海 NPO 法人いぬやま e－コミュニティネットワーク

援農・就農者支援講座

主 催：ＮＰＯ法人 犬山里山学研究所
INUYAMA INSTITUTE for SATOYAMA SCIENCES 

【募集要項】

対 象：援農活動や就農など、農業に関わりたいと

考えている方

定 員：２０名（先着順）

会 場：犬山里山学センターおよび近隣水田

受講料：４，０００円（資料代･通信料）

申込み：はがき・ＦＡＸ・メールにて ①名前

②生年月日 ③住所 ④電話番号 ⑤メ

ールアドレス ⑥受講動機を記載して問

合せ先まで送ってください。

申込み〆切：平成１９年４月３０日(当日必着)

【問合せ先】
詳しくは以下にお問合せ下さい

ＮＰＯ法人 犬山里山学研究所

（担当：日比野）

住所：〒４８４－００９４

愛知県犬山市大字塔野地字大畔３６４－２ 
犬山里山学センター気付

TEL＆FAX：０５６８－６５－２３００
E - m a i l：satoyama@inuyama.net 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.inuyama.net/~satoyama 

受講生

募集中
申込み〆切 ４月 30日

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ同時募集



座 学 実 践

10:00-12:00 13:00-16:00

4/30 申込み〆切

下旬 苗づくり・田んぼの準備*

5/13
農業塾①
農文化と田んぼの役割

田植えの準備

農業を通じて人が自然とどう関わって
きたか。また、田んぼが自然にどのよ
うな役割を果たすのかを学びます。

下旬 水入れ・代かき*

上旬
農業塾②
田植え ＊第２回は座学はありません。

中旬
農業塾③
中間管理(その１）
除草・病虫害対策・水管理 ＊第３回は座学はありません。

上旬
農業塾④
田んぼの生き物調査

中間管理(その２）
追肥・除草

田んぼに棲んでいる生き物を調べ、田
んぼと生物の関わりを学びます。

中旬 中干し*

中旬
農業塾⑤
百姓先輩に聞く
生産～加工～販売まで

稲穂の観察

生産だけではなく、加工や販売までを
手がける百姓の先輩から学びます。工
夫や喜びをお聞きします。

上旬 落水開始*

上旬
農業塾⑥
竹林と農のつながり
農・竹林・雑木林

竹林整備、はざ掛けづくり

昔から農作業に竹材を利用してきまし
た。農業と身近な竹林や雑木林との関
係を学びます。

下旬
農業塾⑦
稲刈り・はざ掛け ＊第６回は座学はありません。

上旬 脱穀・精米*

下旬
農業塾⑧
収穫祭（オーガニック料理）

【座学】
就農フォローアップ

【収穫祭】オーガニック料理で収穫を
分かち合います。
【座学】「就農するためには？」につ
いて学び、今後の方向を探ります。

座学内容

田越しに参加できる場合は、申込み時
にご一報ください。

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

【開催日について】
が農業塾の講座予定です（全８回・土曜または日曜開催）
＊ が日常的な作業予定です（塾生と指導者にて応相談）
なお、 開催日程は天候等の状況により変更する場合があります。

【お知らせ】
・ 服装は作業着、帽子、長靴（一般用・田植え用）、持ち物は昼食、
飲料等を持参してください。
・ 軍手、カマ等の身近な道具は持参をお願いすることがあります。
・ 収穫されたお米は農業塾運営費に利用します。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ同時募集中
（農業経験者）

＜オプション講座＞

遊休農地開拓プロジェクト
遊休農地を開拓します。復田方法や環境
チェック方法等を学びながら実践します。


